
平成２８年度 第１回四万十町人づくり委員会 

 

【 次 第 】 

 

１．開会 

 

２．委員長挨拶                     P1～P3 

 

３．議事 

１）平成２８年度事業報告について 

       ・未来塾（四万十町高校応援大作戦） …      P4～P9 

 

     ２）平成２９年度実施計画案について 

       ・四万十塾の具体施策案       …      P10～P14 

 

 

       ・産業振興塾の具体施策案      …      P15～P22 

 

 

     ３）その他 

 

４．閉会 

 

 

 

 

 

日時：平成 28年 12月８日（木）  15時～17時 

場所：四万十町農村環境改善センター 大会議室 



 地域の特性や可能性を知り、新たな価値を創造し、志を持って明る
い未来の実現に向かって挑戦する人財 

四万十町人づくり戦略 
【四万十町人財育成方針】 

わが町の元気をつくる
次代の人財 

わが町の地域を活性
化する人財 

わが町の産業を支え発
展させる人財 

育 活 本 

【目指す将来像】 

「山・川・海 自然が 人が元気です 四万十町」 

平成28年３月 

【基本目標と施策の方向】 
①未来塾…四万十町の未来を元気にする人財
・地域の魅力や特徴を知り、愛着と誇りをはぐくむ学習活動の推進
・発達段階に応じたキャリア教育の充実
・家庭、学校、地域が連携し、地域の特色ある教育を推進

②四万十塾…四万十町の地域を元気にする人財
・地域活性化の課意識醸成の場の創出
・地域リーダーの育成と住民協働体制の強化
・地域間及び人財ネットワークの形成

③産業振興塾…四万十町の産業を元気にする人財
・個々が向かうステージに合わせた支援（経営者、管理者、プレイヤー）
・自発的な志向のもと目標を実現するために挑戦する人財の支援
・各分野からプロフェッショナルを招き、産業人の育成を推進

【視点１】 地域に愛着と誇りを持つ 
【視点２】 地域の活性化を目指す 
【視点３】 住みやすい環境をつくる 
【視点４】 教育や文化水準を高める 
【視点５】 未来志向、世界に目を向ける 

【地方創生】人口減少社会を見据えた「自律と共生のまちづくり」 
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四万十町人づくり委員会　名簿 平成28年11月現在

※任期：平成27年9月30日～平成29年9月29日（２年間）

№ 氏　名
所　属

（役職等）
備考

1 梶原　弘資
四万十町商工会

（青年部）

2 武市　敏男
四万十農協
（青壮年部長）

3 松下　敦
高知はた農協
（青壮年部長）

4 田辺　誠進
四万十町森林組合
（大正支所長）

5 神野　博敬
青少年育成町民会議

（事務局）

6 川上　敦也
ＰＴＡ

（町Ｐ連会長）

7 井上　和久
小中学校　校長会会長
（川口小学校　校長）

8 森本　民之助 窪川高校　校長 委員長

9 門舛　俊也
金融機関

（高知銀行窪川支店長）

10 佐竹　宣昭
企業

（四国デュロックファーム）

11 渡邊　光明
企業

（㈱エコロギ-四万十）

12 畦地　履正
企業

（㈱四万十ドラマ）

13 山﨑　直美 公募委員

14 水田　勝隆 公募委員

15 岡村　健志
高知大学　地域連携推進センター

（地域コーディネーター）
副委員長
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【経 過 報 告】 

●四万十町人づくり委員会 

平成 27年９月  第 1回四万十町人づくり委員会 

平成 27年 12月 第２回四万十町人づくり委員会 

平成 28年１月  第３回四万十町人づくり委員会（部会） 

平成 28年２月  第４回四万十町人づくり委員会（部会） 

平成 28年３月  第５回四万十町人づくり委員会 

   〃    「四万十町人づくり戦略策定」（3/31町長提言） 

 

 人材の育成を最重要課題として戦略的に取り組む町方針決定 

 

●四万十町企画人材育成推進室 

平成 28年４月  企画課内に「人材育成推進室」設置 

 平成 28年 10月 本庁舎から事務所を農村環境改善センターに移転 

          （農村環境改善センター管理含む） 

（所属職員） 

政策監兼室長     山脇 光章 

総括主幹       武田 正人 

主  査       横山 光一（高知大学地域連携推進センター出向） 

嘱託コーディネータ  田頭 誠志 

臨時職員       松本 優希 

臨時職員       國本 玲香（改善センター管理） 

   地域おこし協力隊   小林 玲央（町営塾講師） 

地域おこし協力隊   松本 千花（町営塾講師） 

地域おこし協力隊   岩垂 桂也（町営塾講師） 

  ［㈱FoundingBase社員  伊藤 邦啓（町営塾講師）］ 

  ［㈱FoundingBase社員  高橋 沙希（町営塾講師）］ 

（業務内容） 

   ➢ 人づくり戦略（未来塾・四万十塾・産業振興塾）に基づく計画策定 

   ➢ 人づくり委員会に関すること 

   ➢ 高知大学連携事業 

   ➢ その他人材育成全般（他の課の主管に属する事項を除く。） 

   ➢ 農村環境改善センター（農村地域活性化複合施設）管理 

（平成 28年度の主な事業） 

   高知大学連携事業 … 企画会議、スポーツ交流、出前公開講座開催等 

   未来塾 … 「四万十町高校応援大作戦」スタート 

   四万十塾・産業振興塾 … 事業所ニーズ調査、先進地視察、具体案作成 
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実施計画書（案） 

 
 
 
 

 基本目標の達成に向け、取り組む施策の基本的な方向と具体的な施策を次のとおり定めます。 

 

基本的な方向 

  

子どもたちが四万十町の元気をつくる次代の人財として活躍していくため、地域を知り、地域に対

する愛着と誇りをはぐくむ学習活動の場として「未来塾」（仮称）を創設し、四万十町の明るい未来

に向け、教育体制の充実を図ります。 

 

目指す人材像：人間性豊かな心を持ち、自ら考え、自ら行動する人材 

 

［ 基本的な方向 ］ 

１－１  地域の魅力や特徴を知り、愛着と誇りをはぐくむ学習活動を進めます。 

１－２  発達段階に応じたキャリア教育の充実を図ります。 

 １－３  家庭・学校・地域が連携し、地域の特色ある教育を推進します。 

 

 
 

具体的な施策 

 

◆施策方針 

子どもたちが心豊かにたくましく育つ環境づくりを目指し、関係機関と連携した体制を構築し、高

等教育の体験や地域活動への参画などを通じて、地域への愛着心を持った未来を担う子どもたちの育

成に取り組みます。 

 

 

◆具体的な施策 

【平成 28年度先行モデル事例】 

施策名 概要 

施策１ 四万十町高校応援大作戦 ※詳細については、下記のとおり。 

 ①町営塾の開設 高校生等を対象にした学習塾の運営 

②生徒会活動支援事業 生徒会執行部による高校活性化に向けた取組 

③高等教育体験事業 県内の高等教育機関への訪問体験 

④部活動支援事業 部活動経費助成と専門的指導者の確保 

 

 ※幼児及び小中学生への具体施策については検討中 

  高知大学連携事業を実施 

・スポーツを通じた子ども育成（サッカー教室開催） 

    ・高知大学出前公開講座開催（保護者対象） 
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実施計画書（案） 

◆推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策１  四万十町高校応援大作戦                           

（背景） 

 ・まちづくりの基盤となる人材の育成を最重要課題として戦略的に取り組む方針 

 ・「四万十町人づくり戦略」の未来塾とした基本方針を策定 

 ・未来塾構想を検討する中、「次代を担う人材育成」の場である町内高校に注目 

（町内高校の課題） 

 ・地元中学からの入学者数の減少に加え少子化の進展により、生徒数確保が厳しい状況 

 ・近い将来、存続危機など大きな課題に直面することが予想される 

 ・少人数であるため、希望する進路選択への学習範囲の狭まりや部活動が制限される 

 ・町内高校の意義と価値を改めて認識し、持続可能な高校の魅力化が必要 

（町内高校の意義と価値） 

 ・次代を担う重要な人材の育成の場 

・地域の若者が集う貴重な教育の場 

・地域の魅力ある活力資源の場 

（目的） 

 町内高校の存続・魅力化を将来のまちの課題としてとらえ、地域や行政、関係機関との連携のもと

効果的かつ持続可能な魅力ある学校づくりを目指す。 

（目標） 

   ☞ 生徒一人ひとりの夢・志を実現できる教育環境づくり 

   ☞ 四万十町の次代を担う人材の育成 

   ☞ 持続可能な魅力ある学校づくりの推進 

（評価指標） 

項目 評価指標 

・町内中学からの入学者数／入学率  H27 ：54人 ／ 34.3％ 

 H29 ：70人 ／ 50.0％ 

 H31 ：81人 ／ 60.0％ 

 

派遣 

通塾 

通塾 

提案 

講師 

連携 

委託 

意見 

運営・管理 就学、部活動 、寮運営支援等 

採用支援  マネジメント 

運営 

支援 

要望 
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実施計画書（案） 

■施策１－①  町営塾「じゆうく。」の開設                        

 

（１）事業計画 

➢ 事業目的  窪川高校、四万十高校生の希望する進路への学力向上支援 

        （大学等及び就職、英語資格取得等目指す生徒） 

        不登校等支援を要する児童生徒等への学習支援 

➢ 事業内容  町営塾の開塾（平成 28年 11月 1日） 

➢ 実施期間  第 1期：H28 ～ H29、第 2期：H30 ～ H31 

  ➢ 事業主体  四万十町（運営委託：㈱FoundingBase＋地域おこし協力隊） 

  ➢ 受講対象  窪川高校、四万十高校に在籍する生徒で通塾を希望する者（休学生徒含む） 

四万十町教育支援センター通室生で通塾を希望する児童生徒等 

  ➢ 受 講 料  無料 

  ➢ 運営形態  （開設場所）くぼかわ：農村環境改善センター 

しまんと：四万十町立図書館大正分館会議室 

          （曜日時間）月～金  16:30～21:00（水曜日は除く） 

  土   13:00～18:00（両地域で隔週開講） 

  ➢ 学習教科  国語・数学・英語・理科・社会 

  ➢ 備  考  （検討事項等） 

・塾終了後のバス運行（予土線ダイヤ変更等への対応） 

           ・高校（教員）との信頼関係構築と連携調整 

 

（２）スケジュール 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

Ｈ２８             

Ｈ２９             

Ｈ３０             

 

◆平成 28年 11月１日 町営塾「じゆうく。」オープン 

 

（３）評価指標 

項目 評価指標 

・町営塾参加者数 H27 ：年間 ― 人 

H28 ：年間  30 人 

H31 ：年間  60 人 

 

視察・委託先決定 

運営委託先決定 

講師・協力隊募集、選任 開設準備 開塾・試験運用～本格運用 

塾運営 

塾運営 

▼前年度の事業実績、事業効果を検証 

▼前年度の事業実績、事業効果を検証 
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実施計画書（案） 

■施策１－②  生徒会活動支援事業                       

（１）事業計画 

➢ 事業目的  町執行部が、各高校生徒会執行部と対話することにより、高校在校生の意

見や考え等を聴き、今後の高校応援（支援）等を推進する。 

➢ 事業内容  各学校の活性化プロジェクトを推進 

        ・プロジェクト名考案 

        ・自分たちの取組考案 

        ・学校ポスターづくり 

➢ 参 加 者  窪川高校、四万十高校の生徒会執行部及び担当教員 

        町長、副町長、教育長、教育次長 

➢ 実施時期  年３回（※２回目は両校合同開催：生徒自らプレゼンテーションを行う。） 

（２）スケジュール 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

Ｈ２８             

Ｈ２９             

Ｈ３０             

◆平成 28年度事業 

➢ 第１回行政懇談会 （学校の状況報告と町からの提案） 

    6/3 四万十高校  6/6 窪川高校 

 ➢ 第２回行政懇談会 （両高校のプロジェクト発表、意見交換） 

7/19 役場本庁 

      ・四万十高校「TANOSHIMANTO（たのしまんと）」 

  ・窪川高校 「窪高大好きプロジェクト」 

➢ 第３回行政懇談会 （プロジェクト成果報告、商店街活性化意見交換） 

11/18 四万十高校  11/28 窪川高校 

 

 ➢ 学校ＰＲポスターづくり 

   ・学校の魅力再発見と後輩へのＰＲ 

   ・ポスター披露 

議場での発表（9/15、12/13） 

     中学校・商店街等への依頼 

 

 

 

 

 

協力依頼 

開催準備 

行政懇談会① 

▼ 

行政懇談会③ 

▼ 

行政懇談会② 

▼ 

※H28・H29の実績を参考にスケジュール決定 

協力依頼 

開催準備 

行政懇談会① 

▼ 

行政懇談会② 

▼ 

行政懇談会③ 

▼ 

町から生徒会への提案 
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実施計画書（案） 

■施策１－③  高等教育体験事業                                  

 

（１）事業計画 

➢ 事業目的  高校生の高等教育機関への訪問を支援することにより、進学に対する動機 

付けを向上させる。同時に、大学生や大学教員等との直接的な交流を通じて、

大 

学生活のイメージづくりのきっかけとする。 

➢ 事業内容  合同バスで県内の高等教育機関を訪問（施設見学、体験授業等） 

          大学生との交流事業（高知大学連携事業） 

  ➢ 対 象 者  窪川高校、四万十高校に在籍する生徒で体験を希望する者（休学生徒含む） 

四万十町教育支援センター通室生で体験を希望する生徒等 

  ➢ 参 加 料  昼食代、傷害保険料（１日プラン） 

  ➢ 想定機関  高知大学、高知工科大学、高知県立大学、高知学園短期大学 

  ➢ 備  考  （検討事項） 

           ・実施主体（高校か町営塾） 

・県外のオープンキャンパスへの参加検討 

 

 

（２）スケジュール 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

Ｈ２８             

Ｈ２９             

Ｈ３０             

 

◆平成 28年度事業 

➢ 大学オープンキャンパス参加（町主催でマイクロバス運行） 

    7/17 高知工科大 

    7/24 高知学園短期大学 

    7/31 高知県立大学（永国寺、池） 

    8/6  高知大学 

    8/7  高知大学 

 ➢ 大学生との交流（高知大学連携事業） 

    10/30 高知大学サッカー教室（小学生、中学生） 

    12/17 高知大学バレーボール交流（四万十高校、大正・十川中） 

       高知大学生・留学生交流（「じゆうく。」しまんと教室） 

 

高校相談・大学調整 
事業効果の検証 

ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ 

※H28・H29の実績を参考にスケジュール等決定 

※H28の実績を参考にスケジュール等決定（県外については要検討） 

交流事業 

▼ 
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実施計画書（案） 

 

■施策１－④  部活動支援事業（仮称）                     

（１）事業計画 

➢ 事業目的  町内高校の部活動の活性化による魅力づくりを目指し、大会・遠征費への

助成や専門的指導者の招聘・確保に対する支援を行う。 

➢ 事業内容  部活動の移動（マイクロバス）経費や大会参加経費への助成 

        専門的指導者の活動・指導経費への助成 

  ➢ 対 象 者  窪川高校、四万十高校部活動（両高校教育振興会への補助金） 

➢ 備  考  （検討事項） 

           ・両高校の核となる部活動の選定（実態把握） 

           ・町内中学校との連携強化 

           ・保護者や地域の総意に基づく指導者の受入や生徒への支援 

 

（２）スケジュール 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

Ｈ２８             

Ｈ２９             

Ｈ３０             

 

◆部活動入部状況（平成 28年 8月現在） 

部活動名 窪川高校 四万十高校 

野球 3 ― 

ソフトボール（男） ― 10 

ソフトボール（女） 2 ― 

サッカー（男） 7 ― 

バレー（女） 2 6 

バスケットボール（男） 7 6 

バスケットボール（女） 7 ― 

卓球（男女） 7 ― 

陸上（男女） 4 ― 

吹奏楽（男女） 15 ― 

美術（男女） 9 4 

自然環境 ― 9 

放送、茶道、文芸 7 8 

情報、家庭、食物・手芸 7 12 

その他 1 ― 

所属なし 29 2 
 

 

周知期間 

▼議決 ▼決定 

部活動経費助成 

※H29の実績を参考に要調整 

部活動の選定と指導者招聘方法検討 

部活動経費助成・指導者活動 
事業効果の検証 

事業効果の検証 
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実施計画書（案） 

 
 
 
 
 
 
 基本目標の達成に向け、取り組む施策の基本的な方向と具体的な施策を次のとおり定めます。 
 

基本的な方向 

  

地域の魅力を生かし、地域を支え発展させる人財を育てるために、「四万十塾」（仮称）を創設

し、地域づくりに対する住民の意識の高揚を図るとともに、特色のある地域活動に対する視線を

充実させ、四万十町の地域活性化を図ります。 

 

目指す人材像：地域のリーダーとなる自覚を有し、地域振興や地域課題に対して挑戦する人材 

 

［ 基本的な方向 ］ 

 ２－１  地域活性化の意識醸成の場の創出を行います。 

 ２－２  地域リーダーの育成と住民協働体制の強化を図ります。 

 ２－３  地域間及び人財ネットワークの形成を積極的に進めます。 

 

 

 
 

具体的な施策 

 

◆施策方針 

 四万十町の活性化や地域課題に挑戦する若手人材を育成するために、研修制度の充実や推進体

制の構築を図ります。 

 

 

 

◆具体的な施策 

 

 

 

 

 

施策名 概要 

施策１ 地域イノベーター育成事業 地域課題解決に取り組む地域イノベーター育成 

施策２ 地域イノベーター倶楽部事業 地域イノベーターのネットワーク組織の設置 

施策３ ビジネスコンテスト事業 四万十町の活性化や地域課題解決に向けたビジネ

スプランコンテストの実施 
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実施計画書（案） 

 

 

◆推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆事業フェーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四 万 十 町 

人材育成推進室 
高 知 大 学 

地域イノベーター養成講座 

（ 四万十塾 ） 

四万十町人材育成センター 

 

地 域 イ ノ ベ ー タ ー 

地域イノベーター倶楽部 
 

【 町の政策検討集団 】 

外 部 機 関 

産 業 塾 

ビジネスコンテスト 

地域振興・課題解決 

連 携 協 定 

法人化支援 業 務 委 託 

起業・六次化 

 

講座支援 

認 定 

認 定 

ノウハウ支援 
講座開設 

講座開設 

講座支援 

(メンター) 

参 加 

事業協力 

支援・交流 

講座支援 

受講 

（ステップアップ） 

チャレンジ チャレンジ 

チャレンジ 

（仮称） 

地域で何かしたい 
課題を解決したい 

企画・立案 
（プランの企画・立案） 実現に向けての準備 プランの実現 

地域イノベーター養成講座 

ビジネスコンテスト 

地域イノベーター倶楽部 専門機関との調整・相談 

各機関が実施している部分 これから「四万十塾」で実施する部分 
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実施計画書（案） 

 

■施策１  地域イノベーター育成事業（仮称）                  

 

（１）事業計画 

  ➢ 事業目的  地域の活性化や地域課題解決に挑戦する人材や、地域に対する想いのある

人材に対して、必要な知識・技術の習得を支援するとともに、地域で挑戦し

続ける人材を地域イノベーター（仮称）として認定する。 

  ➢ 事業内容  地域イノベーター育成講座（四万十塾）の開講 

         ※アイデアソン等のアクティブラーニングを主体とした講座の予定 

  ➢ 事業主体  四万十町（人材育成センター） 

  ➢ 受講対象  １８歳から５０歳までの者で、四万十町内で活動する意思のある者。 

  ➢ 受講期間  毎年６月～1２月までの間（年６講座程度） 

  ➢ 受講者数  年間１５～２０名程度 

  ➢ 受講料金  有料（１人あたり 5,000円～20,000円） 

  ➢ 支援機関  高知大学、高知県 等 

  ➢ 備  考  地域イノベーター（仮称）は、四万十町・高知大学（調整中）が認定する。 

要望が多ければ、修了生を対象とした上級講座も検討する。 

 

 

（２）スケジュール 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

Ｈ２９ 

参加者募集 
 

 

 

 

 

 

 

 

講座開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度へ 

の調整 
 

 

 

 

 

Ｈ３０ 

参加者募集 
 
参加者募集 

 

 

 

 

 

 

 

講座開始 

 
講座開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度へ 

の調整 
 

 

 

 

 

Ｈ３１ 

参加者募集 
 
参加者募集 

 

 

 

 

 

 

 

講座開始 

 
講座開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度へ 

の調整 
 

 

 

 

 

 

 

 

（３）評価指標 

 

項目 評価指標 

地域イノベーター数 H31までに ２０人  

 

 

 

 

地域イノベーター育成講座 

地域イノベーター育成講座（上級） 

地域イノベーター育成講座 

地域イノベーター育成講座（上級） 

地域イノベーター育成講座 
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実施計画書（案） 

■施策２  地域イノベーター倶楽部（仮称）事業                 

 

（１）事業計画 

  ➢ 事業目的  四万十町が認定した地域イノベーターが、より密接に繋がり、情報交換や

異業種交流を行う場として地域イノベーター倶楽部を設置する。 

   

➢ 事業内容  地域イノベーター同士の交流や情報交換、新たな事業展開等を話し合う場

として設置し、具体的には年１回の総会（勉強会）や情報発信等を行う。 

   

➢ 事 務 局  四万十町（人材育成センター） 

           

➢ 実施事業  ① 地域イノベーター倶楽部総会（年１回）の開催 

          ② 各種事業等の紹介・発信 

          ③ 他団体等へのイノベーター（メンター）紹介 

          ④ 政策提言等の取りまとめ 

   

➢ 支援機関  高知大学、高知県、その他県内外の同業者 

   

➢ 備  考  将来的には、四万十町総合振興計画などの各種計画を検討する政策集団と

して組織化する。（イメージ的には、各種計画の作業部会で活躍する人材グ

ループ） 

 

 

 

（２）評価指標 

 

項目 評価指標 

地域イノベーター倶楽部から生み出された事業 H31までに ３件 
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実施計画書（案） 

■施策３  ビジネスコンテスト事業                       

 

（１）事業計画 

  ➢ 事業目的  四万十町で地域課題の解決に向けて取り組む人材や、町内で創業を目指す

人材を発掘・誘致することにより、地域の活性化と産業等の振興を図る。ま

た、当該事業を実施・展開することにより、Ｕ・Ｉターン推進の足がかりや、

町内に様々な活動に対して挑戦する風土を作ることを目的としている。 

  ➢ 事業内容  四万十町でのビジネスプラン（ビジネス部門）や地域課題の解決（イノベ

ーション部門）をテーマとしたビジネスコンテストの開催 

  ➢ 事業主体  四万十町（人材育成センター） 

  ➢ 対 象 者  町内の地域課題解決に向けて取り組む者、又は町内での創業を希望する者

やビジネスプランを有する者。 

  ➢ 開 催 日  １月～２月ごろ 

  ➢ 賞  金  最優秀賞 ビジネス部門  １００万円（上限） ※補助金として支出予定 

              イノベーション部門 ５０万円（上限） ※補助金として支出予定 

  ➢ エントリー料  １件５，０００円 ※無料にするか要検討。 

  ➢ 支援機関  高知大学、高知県、四万十町商工会、町内の金融機関、町内事業者 等 

  ➢ 備  考  当該事業は、地域課題の解決や創業を目指す人材の発掘・誘致、町出身者

のＵターンのきっかけになる事が目的であり、ビジネスプランコンテスト入

賞者等の具体的な支援については、専門機関（商工会・金融機関等）に担っ

てもらう。ただし、相談等については随時受付する。 
 

（２）スケジュール 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

Ｈ２９ 
 

 

 

 

 

 

プラン募集 

 

 

 

 

 

プランの精

査・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 
ビジコン開催 

創業支援 

 

 

 

 

 

Ｈ３０ 
 

 

 

 

 

 

プラン募集 

 

 

 

 

 

プランの精

査・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 
ビジコン開催 

創業支援 

 

 
 

Ｈ３１ 
 

 

 

 

 

 

プラン募集 

 

 

 

 

 

プランの精

査・支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎ 
ビジコン開催 

創業支援 

 

 
 

 

 

（３）評価指標 
 

 

 

項目 評価指標 

ビジネスコンテストに提案された事業プランの

創業 
H31年までに ５件 
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実施計画書（案） 

 
 
 
 
 

 基本目標の達成に向け、取り組む施策の基本的な方向と具体的な施策を次のとおり定めます。 

 
基本的な方向 

  

地域資源を生かし、産業を支え発展させる人財を育てるため、「産業塾」（仮称）を創設し、町内外

の知見を結集して志に応じた支援を行い、四万十町の産業の振興を図ります。 

 

目指す人材像：地域産業の担い手となる自覚を有し、目標の実現に向けて挑戦意欲のある人材 

 

［ 基本的な方向 ］ 

 ３－１  個々の志が向かうステージに合わせた支援を行います。 

 ３－２  自発的な志向のもと目標を実現するために挑戦する人財を支援します。 

 ３－３  各分野からプロフェッショナルを招き、産業人の育成を推進します。 

 

 
 

具体的な施策 

 

◆施策方針 

希望する仕事や能力を十分発揮できる産業分野の新たな発見と確保に向け、関係機関と連携した組

織的体制のもと、新たな研修制度等の充実を図り、地場産業を支える人材の育成に努めるとともに、

次代を担う若者の生活の安定や定住促進につなげていきます。 

 

 

 

◆具体的な施策 

 

施策名 概要 

施策１ 暮らし・産業継承人材創出事業 農業を主体として地域課題解決の手法等を学び、

地域産業の担い手、地域リーダーの創出を図る 

施策２ 人材育成情報発信事業 社員研修や各種セミナー、経営支援に関する情報

を一元化し、町内事業者向けに発信 

施策３ 人材育成計画等支援事業 経営者セミナー、新入社員研修等の開催や人材育

成計画の策定等に関する専門家派遣を支援 
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実施計画書（案） 

 

◆推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案 

意見  

協同 

協力 

連携 

支援 

情報提供 

助言 

事業提案 

選択 

支援 

助言 

指導 

情報共有 

受講 

情報発信 

助言 

企画 

連携 
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実施計画書（案） 

■施策１  暮らし・産業継承人材創出事業                    

“人と人、人と地域をつなぎ、現在と未来をつなぐ” 

（１）事業計画 

➢ 事業目的  中山間地域の暮らしや産業を守り、次世代へと引き継いでいくため、若い 

農業者を対象に、仲間づくりと地域産業の新たな仕組みづくりを主体的に学

ぶ場を提供することにより、地域産業の担い手、地域リーダーを創出する。 

 

➢ 事業内容  ①新規就農者ネットワークの構築 

・農業経営に関する情報交換、地域課題に関する勉強会 

・地元講師との意見交換会、農業経営セミナー等の開催 

・先進地等への視察研修 

②農業実践プランの策定 

・「小学校区」を一つの単位として、地域の実情や地域農業の将来像に  

基づく事業計画を企画立案する。 

☞ 事業計画：新規就農促進、法人化、有機栽培、６次産業化など 

・先進農家との勉強会 

・時機を見て試行可能な地区から、順次、実践に取り組む。 

 

➢ 構 成 員  地域産業の後継者や将来の地域リーダーとして期待される新規就農者 

         ☞ 新規就農者：新規自営就農者、新規雇用就農者、新規参入者 

 

  ➢ 備  考  地域支援企画員制度（県）、集落担当職員制度（町）の有効活用。 

 

 

［事業イメージ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体会議［情報交換・意識改革の場］ 企画会議［企画立案の場］ 

組織設立 

合意形成 UI 受入 

法人設立 共同経営 

有機農業 

プラン－① 

法人化 

移住促進 

［実践の場］ 

選択 

状況報告 

情報共有 

新規就農者ネットワーク 

参画 

プラン－② 

プラン策定 
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実施計画書（案） 

（２）スケジュール 

実施内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

①新規就農者ネットワーク 

準備             

開催通知             

全体会議             

先進地調査             

座学研修             

②農業実践プラン策定 

準備             

開催通知             

企画会議             

先進地調査             

実践Ｐの企画立案             

 

 

（３）評価指標 

 

項目 評価指標 

・計画提案数 H28 ： ―  

H29 ：  3 提案 

H31 ：  5  提案 

・実践地区数 

 

H28 ： ― 地区 

H29 ： ― 地区 

H31 ：  1 地区 

 

【参考】事業フェーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク構築 企画・立案 プランの実現 目指す方向 

農業生産法人化 
ＵＩターン推進 
６次産業化 
集落の広域連携 
    など 

関係機関等が実施している部分 これから「産業振興塾」で実施する部分 

生産活動の継続

就業機会の創出 
一定の収入確保 
新規就農の増加 
暮らし続ける 

集合地 
仲間づくり 
課題・悩みの共有 

農業実践プラン 
人材づくり 
夢・志の共有 
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実施計画書（案） 

■施策２  人材育成情報発信事業                        

 

（１）事業計画 

➢ 事業目的  産業人材育成のため、四万十町内の事業者等に対して、国・県・町などが 

開催するセミナーや研修会、人材育成に係る補助金などの情報を一元化し 

発信することで、町内事業者等のセミナー参加や人材育成（社員教育）を支

援する。 

 

➢ 実施内容  セミナー等の情報の収集・発信 

・発信情報：国、県、町などが実施するセミナー等の情報、人材育成に関

連する補助金等 

・発信方法：ＨＰ、メール、ＳＮＳ 

・機  能：スマホ対応、データーベース管理、メルマガ、ＳＮＳ連携 

      アナリティクス機能 

・収 集 先：経済産業省（中小企業庁）、厚生労働省、高知県庁、高知県

産業振興センター、高知大学、土佐ＦＢＣ、高知商工会議所、

四万十町商工会、四万十町役場など 

 

➢ 事業主体  四万十町（人材育成センター） 

 

 

（２）スケジュール 

実施内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

セミナー等の情報の収集・発信 

情報の収集             

収集先との調整             

バナー構築             

情報の発信             

 

（３）評価指標 

 

項目 評価指標 

・情報発信回数 H28 ： ―  

H29 ： 1回／月 

H31 ： 2回／月 

・ユーザー（町内事業者）登録数 

 

 

H28 ： ― 

H29 ： 10社 

H31 ： 20社 
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実施計画書（案） 

 

■施策３  町内事業者人材育成支援事業                    

（１）事業計画 

➢ 事業趣旨 社員教育は、企業等の持続発展的な成長を遂げるために重要な要素とされて 

いる。一方で、町内事業者へのヒアリング結果によると、社員教育は重要と考

えながらも計画的に実施できていない、ＯＪＴ以外の手立てをしてないといっ

た事業所が多数であった。 

また、社員数や地理的要件により、高知市内等で開催される社員向け研修に

参加・派遣できない事業所も数多くあった 

十分に教育ができていない事業所とできている事業所とを比較してみると、

このように重要視されながらも十分に対応できていない原因に、教育が必要な

動機が漠然としている、教育方法がわからないといったことが考えられた。 

そこで、本事業では、町内の事業者等に対して社員教育の重要性を啓蒙する

ほか、研修機会を提供するとともに、教育方法の決定を支援することで、計画

的に社員教育を実施する事業所を増やしていくことを狙う。 

 

➢ 事業目的  産業人材育成のため、四万十町内の事業者等に対し、社員教育の重要性に

ついて啓蒙するとともに、社員教育や人材育成計画等の策定を支援する。 

 

➢ 実施内容  ①経営者向けセミナー等の開催 

            内容：「売上アップに必要な教育方法」など経営者の動機づけを目的

としたセミナーを開催し、教育計画・方法の策定に着手する事

業者を募る。 

            対象：町内の事業所の経営者 

            講師：選定中 

            実施回数：３回程度／年 

 

②事業者への専門家派遣 

            内容：教育計画や方法への相談を希望する事業者を訪問し、教育方法

に対する個別相談を実施し、職業能力開発計画などの策定を支

援する。 

            対象：希望する５事業者程度 

            専門家：選定中 

            実施回数：初回相談会＋フォローアップ２回程度／事業者 

 

          ③社員向け研修等の開催 

            内容：社会人として必要なマナーやルールに関する研修 

対象：町内の事業所に勤務する者 

講師：選定中 

実施回数：年２回（５月・８月） 

 

➢ 事業主体  四万十町（人材育成センター） 
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実施計画書（案） 

 

 

➢ 支援機関  高知県、高知大学、人材育成研修運営会社 等 

   

➢ 備  考  町内事業所のニーズ等により、中堅社員・管理職研修の実施や、事業者が

自ら実施する研修事業への支援等も検討していく。 

 

 

（２）スケジュール 

実施内容 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

①経営者向けセミナー等の開催 

準備             

開催通知             

セミナー開催             

②事業者への専門家派遣 

準備             

相談会の実施             

事業者の計画策定             

事例報告             

③社員向け研修等の開催 

準備             

開催通知             

研修開催             

 

 

（３）評価指標 

項目 評価指標 

・経営者セミナー出席者数 H28 ： ―  

H29 ：  5 人 

H31 ： 10 人 

・相談会希望事業者数・率 

 

H28 ： ― 

H29 ：  5 社     ％ 

H31 ： 10 社     ％ 

・計画等策定事業者数・率 

 

 

H28 ： ― 

H29 ：  2 社     ％ 

H31 ：  4 社     ％ 

・教育等実施事業者数・率 

 

 

H28 ： ― 

H29 ：  2 社     ％ 

H31 ：  4 社     ％ 

・社員研修受講者数 

 

 

H28 ： ―  

H29 ： 20 人 

H31 ： 30 人 
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実施計画書（案） 

    

 

【参考】 イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的に社員教育 

を実践している事業者 

随時、社員教育 

を実践している事業者 

町内の事業者 

【役場の支援方針】 

・社員教育の有効性や方法を知って

もらう 
・社員教育メニューを提供 
・活用可能な研修メニュー情報を提

供 

22



窪川高校・四万十高校の生徒のみなさんへ 

★『じゆうく。』コンセプト
自由と塾をかけ合わせた名前で、自由という言葉は、思っていること、感じたこと、考えたこと

を自分らしく描いてみるということ。「じゆうく。」は、塾だけど塾らしくない塾。 
 そしてここ（区）は、おもしろい学習や活動を通して、自分が好きなことを知ったり、必要なこと
をおもいっきり学んだりすることができる場所。 

誰にでもオープンで好奇心をくすぐられ、みんなが夢中になれる場所にしたい。 
そんな想いを込めて、「じゆうく。」という名前を付けました。 

（開塾時間：12月スケジュール） 
➢ 月・木：「くぼかわ教室」16時30分～21時 （休塾日：水・日・祝祭日）
➢ 火・金：「しまんと教室」16時30分～21時
➢ 土：13時～17時 ※特別講座（両教室で隔週開講）

（場  所） 
➢ くぼかわ：農村環境改善センター１階（旧土地改良区事務所）
➢ しまんと：大正地域振興局３階（図書館分館隣の会議室）

高校応援大作戦！ 

ここは、あなたたちの学びの場「じゆうく。」です。 
 「じゆうく。」で学ぶ意欲をはぐくみ、希望する進路に向け、スタッフと共に学び・
楽しんでみませんか？ 

㈱FoundingBase代表
佐々木 喬志 

（アドバイザー）新免 琢弥 

伊藤 邦啓 高橋 沙希 

     小林 玲央（協力隊）      松本 千花（協力隊）     岩垂 桂也（協力隊） 

☞ 私たちがお手伝いします！

詳しくは、高校及び役場企画課人材育成推進室（℡0880-22-3163）までお問い合わせください。 

町営塾 

※希望する時間に自由に通塾できます！
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